
提供／福島県養鶏協会

新鮮でおいしい「ふくしまの卵」を
使ったライスバウムで人気の「バウム
ラボ樹楽里」。その運営に携わる
齋藤部長に、福島の食材に対する
思いを福島県養鶏協会 三品会長と
の対談で語ってもらいました。

モニタリング検査の結果の詳細は、
協会ホームページまで。
www.fukushimaken-youkei-kyokai.org/　

〈PR〉

で
す
。
震
災
後
、
福
島
県
養
鶏
協
会
は

一
丸
と
な
っ
て
、
さ
ら
に
そ
の
検
査
体

制
を
強
化
し
、
お
い
し
い
卵
の
安
全
性

を
確
保
し
て
い
ま
す
。

齋
藤　

お
話
を
聞
い
て
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
安
心
し
ま
し
た
。
福
島
は
今
、
と

て
も
大
変
な
時
で
は
あ
り
ま
す
が
、「
ふ

く
し
ま
の
卵
」
を
使
っ
た
ラ
イ
ス
バ
ウ

ム
で
、
全
国
の
皆
さ
ん
に
少
し
で
も
地

元
の
お
い
し
さ
と
元
気
を
届
け
ら
れ
れ

ば
、
私
も
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

三
品　

そ
の
お
手
伝
い
が
で
き
る
よ
う
、

今
後
も
よ
り
安
全
・
安
心
な
卵
の
生
産

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

め
手
に
な
り
ま
し
た
ね
。

三
品　

な
る
ほ
ど
。
確
か
に
卵
は
、
新

鮮
さ
も
お
い
し
さ
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

「
ふ
く
し
ま
の
卵
」
は
、
そ
の
鮮
度
維
持

に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

齋
藤　

東
日
本
大
震
災
直
後
は
、
や
む

を
得
ず
、
他
県
産
の
も
の
を
使
用
し
て

い
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。
で
す
が
、

や
は
り
故
郷
を
元
気
に
し
た
い
、
応
援

し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
強
く
、
今
は

放
射
性
物
質
に
つ
い
て
も
安
全
性
が
確

認
さ
れ
た
地
元
産
の
「
ふ
く
し
ま
の
卵
」

と
米
粉
を
使
用
し
て
、
ラ
イ
ス
バ
ウ
ム

を
作
っ
て
い
ま
す
。

三
品　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
実
は
、

日
本
で
は
生
卵
を
食
べ
る
習
慣
が
あ
る

せ
い
か
、
も
と
も
と
卵
の
生
産
現
場
は

品
質
管
理
へ
の
意
識
が
非
常
に
高
い
ん

三
品　

樹
楽
里
さ
ん
の
ラ
イ
ス
バ
ウ
ム

は
、
地
元
で
も
人
気
で
す
ね
。
味
は
も

ち
ろ
ん
、
モ
チ
モ
チ
の
食
感
や
、
ま
ろ

や
か
な
卵
色
も
食
を
そ
そ
り
ま
す
。

齋
藤　

当
店
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
地
産

地
消
。
生
地
に
は
、
地
元
産
の
「
ふ
く

し
ま
の
卵
」
と
米
粉
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

特
に
卵
は
、
ラ
イ
ス
バ
ウ
ム
の
味
わ
い

と
色
合
い
を
左
右
す
る
重
要
な
食
材
な

の
で
、
思
い
入
れ
が
あ
り
ま
す
。

三
品　

な
ぜ
福
島
県
産
に
こ
だ
わ
っ
て

い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

齋
藤　

福
島
は
私
の
生
ま
れ
故
郷
で
も

あ
り
ま
す
し
、
地
元
の
お
い
し
い
も
の

を
発
信
し
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
卵
の
場
合
は
、

産
地
直
送
で
新
鮮
だ
と
い
う
こ
と
も
決

バウムラボ樹楽里 福島北店
昨年12月、松川本店に続き
オープンした福島北店。地
元産の「ふくしまの卵」と米
粉で作った「ライスバウム」
の専門店として人気。店内に
併設された自家工房で、一
層一層やさしくていねいに焼
き上げています。

福島県福島市
南矢野目字谷地70-5
☎024-573-2866
◯営 10：00～19：00
年中無休　http://b-kirari.jp/

「ふくしまの卵」の
万全な品質管理

食品の中でも特に品質管理が求められる卵。
福島県養鶏協会に属する18の養鶏場は、外
部の研究所にも協力を仰ぎながら、万全の体
制で安全性の向上に取り組んでいます。

飼育環境

サルモネラ菌や鳥インフルエンザなどの脅
威にさらされやすい卵の生産現場は、厳密
な管理体制が必要不可欠。福島県の養鶏
場では、屋内鶏舎で飼育し、作業員以外
の人の出入りを制限。清掃も念入りに行い、
クリーンな環境を整えています。また、エ
サは搬入するたびに、水は養鶏場ごとに月
一度の割合で、モニタリング検査も実施。

徹底した安全検査

食の安全性を確保するには、納得のいく
検査体制でデータを積み重ねていくことが
必要です。福島県の養鶏場では、場内の
状態を定期的に安全検査すると同時に、
卵の安全性についても
毎月モニタリング検査。
特に原発事故以来、
できるだけ隔週で卵の
放射線量を測定し、不
検出のものだけを出荷
するようにしています。

卵の鮮度検査

ニワトリの種類によって若干違いはありま
すが、卵は鮮度が落ちると卵白が流れや
すくなるため、研究所内に室温で4日保
管した卵についても鮮度を確認。その劣
化の仕方からニワトリの健康状態も監視
しています。

福
島
県
養
鶏
協
会
一
丸
と
な
っ
て
、

卵
の
品
質
管
理
に
努
め
て
い
ま
す
。

「
ふ
く
し
ま
の
卵
」
を
使
っ
た

ス
イ
ー
ツ
で
福
島
県
を
応
援
!!

株式会社丸福織物 外食事業部 
取締役部長 齋藤陽一さん

噛めば噛むほど味わいが増すライスバウムの専
門店「バウムラボ樹楽里」を運営。福島のおい
しさと元気を届けようと、商品には地元産の「ふ
くしまの卵」と米粉を使用している。

福島県養鶏協会
会長 三品清重さん

福島県養鶏協会は、福島県全域の養鶏場で構
成された機関。自身も、県内で養鶏場を営む。
地元の研究所にも協力を依頼し、「ふくしまの
卵」の万全な品質管理を徹底している。

 味と色合いを左右する卵は、
ライスバウムの重要な食材

おいしい福島の食を今後も発信していきましょう！

自家工房で丁寧に焼きあげる、
福島北店店長の森さん。

※2011年12月31日　
福島県養鶏協会調べ

ライスバウムの色合いや風味を出すには、
「ふくしまの卵」は欠かせない存在。

地元への思いを強くするかのように、
硬く握手を交わした三品会長（左）
と齋藤部長（右）

（右）齋藤部長、（左）パティ
シエ伊藤さんが手に持ってい
る堅焼きライスバウム「心織 
SONNE（ソネ）」（直径約13㎝、
高さ11㎝ 4200円）は、手土
産としてもおすすめ。

放射性物質検出ゼロ
！※

品
質

管理
の行き届いた

地元の
新鮮卵を
使用

福島県生まれの「ライスバウム」を召し上がってく
ださい！ 商品は店頭のほか、ネットでのお取り寄
せも可能。

ライスバウム プレ
ーン S

サイズ（直径15㎝、
高さ4㎝ 

1155円）は、しっ
とりモチ

モチとした食感が特
徴。

人気
商品

「ふくしまの卵」
を使った

ライスバウム

取材協力／
獣医師、農学博士、
ピーピーキューシー研究所 所長　
加藤宏光先生

新新鮮鮮＆＆おおいいししいいふくくししままのの卵卵

キ　ラ　リ

おいしさと元気を発信！
こだわりのスイーツで


